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令和７年度学長戦略経費（研究プロジェクト）実績報告書（研究実績） 

 

１ 研究課題名 

豊かな運動経験を実現する学校向け運動プログラムの開発とその効果の検証 

 

２ 研究代表者 

岩見沢校・教授・奥田知靖 

 

３ 研究分担者・研究協力者 

岩見沢校・教授・志手典之 

岩見沢校・教授・山本理人 

岩見沢校・教授・森田憲輝 

岩見沢校・教授・安部久貴 

岩見沢校・准教授・小倉晃布 

岩見沢校・准教授・小林育斗 

岩見沢校・准教授・榊 善成 

 

４ 令和７年度研究計画の達成度 

□ a 計画とおり達成した 

☑ b 概ね達成した 

□ c あまり達成できなかった 

□ d 全く達成できなかった 

【c又は dを選択した場合の理由や問題点】 

 

 

 

５ 学術的成果 

【論文】 

・小学校児童における N チャレンジアジリティテストと新体力テストとの関

係．体力科学 74(3)．森田憲輝，吉村 茜，石原 暢，奥田知靖．2025/06． 

・小学生男子における形態発育とリバウンドジャンプ時のパワー発揮能力と

の関係について．北海道教育大学紀要（教育臨床研究編）77,333-337頁．志

手典之・奥田知靖・森田憲輝．2025/11． 

・年齢・発達段階に応じた運動技能の指導法（特集 最新科学が導く機能的な

動作習得と指導法）．体育の科学 76(2) 124-129．奥田知靖・森田憲輝・志手

典之．2026/2． 

【書籍出版】 

 

 



 

【学会発表】 

・小学生向けリアクティブアジリティテストの開発と再現性評価．森田憲輝・

奥田知靖・小林育斗・志手典之．日本発育発達学会第 24回大会．2026/3/8．

東京． 

・小学校児童のゴール型ボールゲームにおけるアジリティ特性とゲームパフ

ォーマンスの関係．奥田知靖・淺井雄輔．日本コーチング学会第 37回大会．

2026/3/5．東京． 

・自チームの攻撃成功による得点が「流れ」を引き寄せるーバレーボールの試

合における事例からー淺井雄輔・奥田知靖・志手典之・来田宣幸．日本コー

チング学会第 37回大会．2026/3/5．東京． 

【その他】 

 

 

 

６ 実践的成果 

【教材】 

 

 

【評価方法】 

・投球速度自動計測システムの構築 

新体力テストのソフトボール投げは他移動では冬期間の実施が困難であ

り，また屋内での実施も困難となる．さらにメジャーを用いた測定になるた

め，測定のための待ち時間が長く，子どもにとって退屈なものにある可能性

があった．そこで，屋内（7ｍ程度）のネットスローを動画撮影し，自動的

に球速を計測するシステムの構築を試み，試験的に実施した． 

・体幹の筋力評価について，プランクを用いた独評価の試み 

上体起こしや腕立て伏せの運動テストが，小学校現場のテスト方法とし

て，児童の実態に合わない可能性があることがミーティングで報告されたこ

とから，プランクを用いた独自の評価方法の作成について試みた． 

【指導（授業）案】 

 

 

【教育方法】 

・小学校期の体力運動能力の評価テストと，これに対応するウォーミングアッ

プ方法のパッケージ化を試み，講習会で試験的に実施した． 

【その他】 

・2025年度 CAPS-Child指導者養成講習会．4名．2025年 4月・10月． 

・第２回放課後活動推進協議会（演習編 バルシューレ）オホーツク教育局・

オホーツク総合振興局．2025年 7月．40名． 

・ジュニアスキー体力測定．2025年 6月 22日．2025年 11月 16日（日）．26



名． 

・士別市スポーツ協会ジュニア体力テスト．2025年 12月 6日．60名． 

・準備運動プログラムを活用した地域の子ども会でのイベント実施．2025 年

12月 13日．27名． 

・士別市スポーツ協会ジュニア体力テストフォローアップセミナー「小学校期

に伸ばすべき運動能力とおすすめのウォーミングアップ」2026 年 2 月 28

日．20名． 

・「第 7回スポーツ理学療法とスポーツ科学の融合－将来の運動パフォーマン

ス向上に資する幼少期の運動経験．札幌医科大学保健医療学部理学療法学

第二講座主催．北海道スポーツ医・科学コンソーシアム共催．札幌医科大学

公開講座．2026年 3月 8日．札幌医科大学．160名． 

・2025 年度バスケットボール授業研究会．小学校低学年代に対するバスケッ

トボールを通じた指導のポイント「ボール運動におけるゲーム形式を用い

た効果的な指導法」．日本バスケットボール協会．オンデマンド配信．2026

年 3月 22日（予定）． 

 

７ その他、研究実施状況 

・2025 年 8 月 研究分担者との打ち合わせ（動画を用いた新たな評価方法の

検討） 

・2025年 10月 士別スポーツ協会との打ち合わせ（評価方法と準備運動プロ

グラムの連動） 

・2025年 6月・10月 岩見沢市中央小学校の体力測定・姿勢測定・アンケー

ト調査の実施 

 


